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注 1)、 減収バターンを減収選震の大まかな区分 t/」ヽ、
中、、ラ縛 によつて、A・ B・ Cで 示した。

2)、 j‐n病 原性閥原配とは、害主作物に奥幣がぁる
場合のみほ勲可能な鷲をさす。ここでは増加の伍
めて退い菌も合む。
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O、 長期連作の結果、ltR量が著しく低下したほ揚に
注1)の とおり処理した。

O、 三か年の収量差から、収景低下の要因を上察理
化学性の悪化と土選病喜虫の被害に分けた場合、
土寝理4ヒ学性 (特に有狩リンヨ)の ― 大きか
つた。

O、 土霊再害虫としてはネコブセンチュウ、リツク
トエア菌による根のあ つ変がみられた。

O、 収量低下の要因として最も大きかつたのは主双肩害虫で、
ネコプセンチュウ、索紋羽膚の位害が大きかつた。

O、 昭和 57年 は、前年までに比べて、主理改良によつてかな
り収量が高まつたことから、土翠理化学性の悪化も要日とし
ては大きいと思われる。

O、 土域改良によつて収量が大きく向上したことから、収工低下
の主な要因は土理理化学性の悪化にあると判断された.

O、 また、PH府 正によつてお合的な土裏改良とほほ同等の収
最が得られたことにより、P■ の低下が最も大きい要因と思
われる。

O、 土駆病害虫の被害は大きくないが、紅色根腐病、ネグサレ
センチュウの発生が認められた。

根 こぷ病の発生盤移
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注1)、 考 トラベックスによる発雰不良

O、 土理欧良による収河変動は少い。

O、 59夏は根こぷ病の多発により、収畳調査を中止した。

発生が紹められてから三作めであつた。
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